








要約:小人症患者の会会員を対象にこれまで継続的に実施してきた統計調査のデータの年

次比較等から、成長ホルモン治療の心理的・社会的効果を検討した。1:下垂体性小人症患

者の最終身長は 86 年調査と 88 年調査では変化はみられなかったが、92 年調査では男女

ともに 7cm増加した。2:それとともに、容姿についての困難意識はやや軽減されたが、社

会生活面での改善は認められなかった。3:社会生活における改善は、身長の伸びだけでな

く、性的に魅力のある体型を獲得する等によって、心理的改善が図られることが重要と思

われる。


